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「道民家庭の日」絵画コンクール２０２４入賞作品・講評 
 
 

 

■最優秀賞（北海道知事賞） 

  苫小牧市立清水小学校 ６年 尾崎 帆波（おざき ほなみ）さん 

題名：家族で湖、夏の想い出。 
 

 講 評  

  夏の湖でのキャンプ。 

家族で過ごした楽しい思い出のシーンを画面の構成を工夫しながら、生き生きと表して

います。水辺でのひと時を透明感のある色彩と高い技術で表し、一人一人の表情から家族

でのかけがえのない素敵な時間が流れていることを感じる作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞（北海道教育委員会教育長賞） 

   七飯町立峠下小学校 ２年 松田 澪侑（まつだ みゆ）さん 

題名：だがしやさん、うれしいな 
 

 講 評  

 色とりどりのたくさんの駄菓子を前に、わくわく、どきどきの気持ちが伝わってきます。 

 画面いっぱいにお店全体を描き、伸びやかでありながら一つ一つの駄菓子や二人の服装 

などを丁寧に描いており、楽しく表現する様子が思い浮かびます。 
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■特別賞（キユーピー賞） 

  七飯町立藤城小学校 １年 太田  蒼（おおた あおい）さん 

題名：４にんでかいてんずし 
 

 講 評  

  美味しそうなお寿司が並ぶ回転寿司屋さんでの楽しい時間をのびのびと表現しています。 

  お皿にのって回っているお寿司一つ一つがきれいで、そんなお寿司に囲まれて家族四人

もとてもうれしそうです。大胆な色遣いも、楽しい気持ちを表現するのに効果的です。 

にぎやかな会話が聞こえてきそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  札幌市立西園小学校 ３年 鈴木 藍実（すずき つぐみ）さん 

題名：ばぁばの作ったかき氷おいしいな 
 

 講 評  

優しいおばあちゃんが作ってくれたおいしいかき氷は、みんなを笑顔にしてくれました。 

その時のにぎやかな笑い声が聞こえてくるような作品です。 

夏の暑い日に親戚で集まって過ごした楽しい様子が画面から伝わってきます。 

そこにいた人、一人一人を思いうかべ、色鉛筆等で丁寧に描き、つぐみさんの誠実さが 

作品に表れています。 
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■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  七飯町立峠下小学校 ４年 北川 蓮樹（きたがわ れんき）さん 

題名：みんなでディズニーランド 
 

 講 評  

  家族みんなで訪れたディズニーランドのひとコマを画面いっぱいに描きました。 

  ディズニーキャラクターの帽子や服装からも思い出が蘇ります。 

  生き生きと描かれた人物一人一人の表情からも、楽しかった気持ちがよく伝わってきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  札幌市立資生館小学校 ５年 縄  乃々香（なわ ののか）さん 

題名：初夏の公園は快適 
 

 講 評  

  初夏の爽やかな空気感が、黄色の敷物を背景とした画面いっぱいに広がっています。 

  確かな描画力と濃淡、混色を巧みに工夫した着彩が、統一感のある個性を創造していま

す。上から覗き込むような視点やユニークで、構図も素晴らしい秀作です。 
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■最優秀賞（北海道知事賞） 

  北海道教育大学附属旭川中学校 ２年 富山 美七海（とみやま みなみ）さん 
 題名：弟と堤防で見た花火  

 
 講 評  

目の前に広がる花火の美しさが、二人の表情や瞳から伝わってきます。 

さらに衣服や背景が映る煌めきや遠近感を生かした構図、重色の効果を生かした透明感

のある夏の夜の表情など作者の卓越した表現力が伝わる秀作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞（北海道教育委員会教育長賞） 

北斗市立浜分中学校 ３年 岡村  空（おかむら そら）さん 
 題名：「お父さんと私」 

 
 講 評  

  思い出のワンシーンを再現しているのでしょうか。 
  お父さんの優しい眼差しが向けられた先には、作者の溢れる笑顔が待っているはずです。 
  豊かな表現力を通して、親子のステキな関係が伝わってくる力作です。 
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■特別賞（キユーピー賞） 

  函館市立北中学校 ２年 宮本 紗羽（みやもと さわ）さん 

題名：久しぶりのピクニック 
 

 講 評  

 青空のもと、楽しいピクニックに出かけた家族一人一人の笑顔を、特徴をとらえて 

描きわけています。 

 肌の質感・髪の毛・陰影をつけて、微細に描くことができました。 

 家族が一緒に出かけた喜びが伝わってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  北斗市立茂辺地中学校 １年 大沢  漣（おおさわ れん）さん 

題名：景色を見ながら飲む、父とオレ 
 

 講 評  

  函館山山頂の夜景に心が躍り、思わず歓声を上げている様子が、親子の後ろ姿を通して

表現されています。透明水彩の良さを生かした表現が見事です。 

親子２人で交わした乾杯は、忘れられない思い出になったと思います。 
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■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

滝川市立明苑中学校 ２年 伊藤 瑠菜（いとう るな）さん 

 題名：百名山制覇 
 

 講 評  

  くれよんで輪郭をとらえることや、点描、筆のタッチを工夫するなど、たくさんの技法
を効果的に使い、独特の世界観のある絵に仕上がりました。 

  自然豊かな山の中で、愛犬との楽しい散歩の様子が生き生きと表現されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

北斗市立浜分中学校 ３年 川代 茉音（かわしろ まおん）さん 

  題名：「家族との美味しい時間」 
 

 講 評  

 お菓子を食べようとしている時に、写真をとることになったのでしょうか。 
 カメラ目線は、ちょっとはにかんで見えます。洋服の模様や色を様々に描きわけて、 
全体の明るいトーンと巧みな重色や、重ね描きから楽しい気持ちが表現されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


